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◎
他
面
の
主
な
記
事

☆
５
面
　
旅
行
会
社
ト
ッ
プ
の
年
頭
所
感

☆
６
面
　
旅
館
２
５
０
選
理
由
別
ベ
ス
ト


　
次
号
の
発
行
は
、
１
月

日
付
と
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
経
済
新
聞
社

　
令
和
に
入
り
、
元
年
に
は

新
た
な
世
界
遺
産
（
文
化
遺

産
）
と
し
て
、
「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
―
古
代
日
本
の

墳
墓
群
―
」
（
大
阪
府
）
の

登
録
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
て

い
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
決

定
さ
れ
た
。

　
世
界
遺
産
と
は
、
世
界
遺

産
条
約
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
る
「
世
界
遺
産
一
覧
表
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
物
件

で
、
建
造
物
や
遺
跡
な
ど
の

「
文
化
遺
産
」
、
自
然
地
域

な
ど
の
「
自
然
遺
産
」
、
文

化
と
自
然
の
両
方
の
要
素
を

兼
ね
備
え
た
「
複
合
遺
産
」

の
３
種
類
が
あ
る
。

　
年
々
と
増
え
続
け
る
世
界

遺
産
だ
が
、日
本
で
は
１
９

９
３
年

月
、法
隆
寺
地
域

の
仏
教
建
造
物（
奈
良
県
）、

姫
路
城（
兵
庫
県
）が
初
め
て

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。現
在
は
文
化
遺
産
が


件
、自
然
遺
産
が
４
件
の
計


件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

世
界
で
は
２
０
１
９
年
７
月

現
在
で
、１
１
２
１
件（
文
化

遺
産
８
６
９
件
、自
然
遺
産

２
１
３
件
、複
合
遺
産

件
）

が
登
録
さ
れ
、国
別
で
は
イ

タ
リ
ア
、中
国
で
の
登
録
が

各

件
と
一
番
多
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
渡
航
が

制
限
さ
れ
る
中
、
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
を
契
機
に
国
内

観
光
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
今
こ
そ
、
日
本
の
良
さ

を
再
発
見
す
る
機
会
と
し
て

世
界
遺
産
を
訪
れ
た
い
。

　
篠
原
　
靖
（
し
の
は
ら
・
や

す
し
）
跡
見
学
園
女
子
大
学
観

光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
准
教

授
。
内
閣
官
房
地
域
活
性
化
伝

道
師
や
内
閣
府
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
総

務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
国
土
交
通
省
社
会
資
本
整

備
審
議
会
委
員
な
ど
を
務
め

る
。
専
門
研
究
分
野
は
「
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
に
よ

る
地
域
活
性
化
論
」
「
交
流
・

関
係
人
口
拡
大
論
」
な
ど
。

　

年
は
観
光
産
業
に
と
っ
て
歴
史

的
な
転
換
点
に
あ
た
る
年
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
ま

ん
延
で
、
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
移
動
制
限

を
受
け
世
界
経
済
は
大
き
く
混
迷

し
、
渦
中
の
観
光
関
連
産
業
は
未み

曾ぞ

有う

の
危
機
と
直
面
し
生
き
残
り
を
か

け
た
戦
い
の
日
々
が
続
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
厳
し
い
環
境
だ
か
ら
こ

そ
、
今
あ
る
も
の
を
変
化
さ
せ
て
新

し
い
物
や
考
え
方
を
作
り
出
す
こ
と

も
大
切
だ
。今
回
の
特
集「
今
こ
そ
、

世
界
遺
産
巡
り
　
国
内
再
発
見
」
の

視
点
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
回
復
は
当
面
期
待
で
き

な
い
環
境
の
中
、
改
め
て
国
内
旅
行

需
要
の
拡
大
を
戦
略
的
に
行
う
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
、

今
後
の
観
光
需
要
を
維
持
す
る
た
め

の
提
言
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
華
や

か
な
報
道
の
陰
で
低
迷
し
て
い
た
国

内
旅
行
。そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、

旅
人
の
旅
行
動
機
が
急
速
に
成
熟
し

周
遊
型
旅
行
か
ら
目
的
型
旅
行（
テ

ー
マ
別
観
光
）へ
の
シ
フ
ト
が
著
し

い
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。各
観
光
地

と
も
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
大
き
く
遅

れ
て
い
る
こ
と
が
否
め
な
い
。日
本

の
観
光
は
全
般
的
に
各
コ
ン
テ
ン
ツ

の
奥
行
き
や
底
が
浅
く
、同
じ「
世
界

遺
産
」で
も
年
齢
や
該
当
遺
産
へ
の

興
味
度
を
顧
客
層
別
に
セ
グ
メ
ン
ト

し
、
複
数
の
切
り
口
で
観
光
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
が
追
い
付

か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
文
化
庁
も
政
府

の
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
・
世
界
が
訪
れ
た
く
な
る
日

本
へ
」
の
方
針
を
受
け
、
従
来
の

「
文
化
財
」
を
、
「
保
存
優
先
」
か

ら
観
光
客
目
線
で
の「
理
解
促
進
」、

そ
し
て
「
活
用
」
す
る
方
向
を
明
確

に
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
は
昨
年
５

月
に
国
会
で
新
た
な
「
文
化
観
光
推

進
法
」
が
可
決
成
立
し
た
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
筆
者
は
、
文
化
財

活
用
に
資
す
る
文
化
庁
の
複
数
の
審

査
会
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る

が
、
世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
に
お
い

て
は
認
定
さ
れ
た
地
域
の
取
り
組
み

に
温
度
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体

の
底
上
げ
を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

維
持
、
強
化
し
て
い
く
た
め
、
外
部

有
識
者
で
構
成
す
る
「
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
委
員
会
」
で
検
討
し
、
し
っ
か

り
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
観
光

庁
と
連
携
し
今
ま
で
に
な
い
大
胆
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に

年
、
観
光
産
業

に
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
国
内

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
他
な
ら
な

い
。
心
を
新
た
に
日
本
の
観
光
を
官

民
学
共
同
で
大
き
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
き
た
い
。


